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沖縄県における花彗の生産と流通の

現状分析

吉田茂・奥真隆

（琉球大学農学部）

ShigeruYOSHIDAandMasatakaOKU：Thepresentanalysisonthe

productionandmarketingofflowersinOkinawa

Ｉ．はじめに 面積の319％増となっていろ（表１）．

花きの施設，露地別栽培面積も，それぞれ増加傾向に

ある（表.２）．

花きの価値は社会'情勢とも関連して不安定なものであ

るため、今後とも生産，出荷調整は重要な課題となる．

２）1978年の生産額，作付面積

1978年の生産状況を生産額、作付面積で分析する．施

設、露地栽培別に比率でみろと，生産額は１：４，作付

面積は１：９となっていろ（表３）．施設栽培では無加

温施設が大部分であり，沖縄の温暖な自然条件をよく反

映していろ．施設花きは増加傾向にあるが，今後もこの

傾向は続くものとみられろ．

種類別に生産額，作付面積をみろと，切花類が大きな

比重を占めていることがわかる（表４）．花きの中で大

きな比重をもつ切花類を品目別に生産額、作付面積で示

すと表５の通りである．生産額ならびに作付面積ともに

キクが大きな比重を占め，他品目を大きく引き離してい

ろ．

表６はキクの施設，露地栽培別生産額．作付面積を示

してあり，露地裁培が大部分を占めていることがわか

る．キクの中では、電照ぎくが，1978年の生産額の83.8

％を占めていろ．

沖縄県の花きが農業生産の面から注目を引くようにな

ったのは復帰後、植物防疫法上の輸出規制の適用が排除

され，県外出荷を指向した生産の展開や，復帰記念の三

大行事である「沖縄植樹祭」「沖縄国民体育大会」及び

「沖縄国際海洋博覧会」等の開催により環境整備が進む

とともに，生け花の一般化等に伴う花きの著しい需要の

増大があったからである．

沖縄県における花きの生産と流通に関する分析は，こ

れまでにまとまった形での報告がなされていない．ここ

ではマクロ的見地から昨今のエネルギー問題により「省

エネルギー農業」として沖縄の温暖な自然条件を活用し

た県外出荷向けの生産の展開などにより花きの生産が伸

展している状況での生産流通の分析を通して，今後の沖

縄の花き園芸の方向性を検討したい．

１．花木の現状分析

1．生産の現状

１）生産額，作付面積の推移

生産の推移を復帰後の生産額，作付面積でみることに

しよう．生産額は1973年から1974年，1975年と減少した

が，1976年以隆順次増加傾向にあり，1978年は1973年の

151％増になっていろ．生産額が1974年，1975年と減少

している原因は，この時期に沖縄国際海洋博覧会が開催

されたため，労力不足で生産が伸び悩みとなったこと

と，価格水準の低迷が重なったためであると思われる．

作付面積は，1976年，1977年と減少はしたがこれもまた

増加傾向にあり、1978年は1973年の228％増になってい

ろ．

種類別生産額と作付面積の推移をみると、切花類は

1974年に生産額が減少したとはいえ，それ以降，順次増

加していろ．1978年は1973年の生産額の221％増、作付

2．流通の現状

１）1978年の県内，県外別出荷額

花き全体では県内出荷の方が多くなっていろ．種類別

にみるとう県外出荷の多いのは球根類，切花類であり，

県内出荷の多いのは花壇用苗もの．花木類，鉢もの類で

ある．県内出荷に大きな比重を占めているのは切花類と

花木類で，両方で82.97％を占めていろ．県外出荷に大

きな比重を占めているのは切花類であり，全体の73.47

％を占めていろ（表７）．県内，県外ともに大きな比重

をもっている切花類を品目別にみると，キクが県内，県

外出荷ともに大きな比重を占めていろ（表８）．
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表１，花きの種類別生産額・作付面積の推移 単位・千円，ａ

19781973年 19771974 1975 1976

生産額|醤轄 生産額'１１基 生産額|需墓 生産額|蕎農’
作付
ｉｉＩｉ積

2,135

８３４

３，５９１

８８９

２４

生産額|蝿生産額

674,37415,467切花類

鉢もの類

花木類

球根類

花壇用苗もの

304,9241,716

271,728557

211,8462,151

１０，４２３５９６

70,325

218,310

298,133

３，３９１

211,913

204,946

138,229

５，４０８

４００

2,854

２，５６５

4,090

６５６

３

250,667

139,302

275,816

3,021

1,442

4,572

６３８

５

461,591

158,300

177,399

３８，８７４

８００

３，８４５

９２７

3,179

1,123

１

９７６

３，５８０

1,403

３

203,644

286,010

３９，４４３

1,800､:ｉＩＩ''4601
計’79Ｍ115,020159M191M73156M96I10,16816Ｍ51Ｍ781836,,641Ｍ7511205,2711Ｍ，
資料：花き類の生産状況等調査

表２．施設・露地栽培別作付面積の推移単位・ａ 表３．施設・露地栽培別生産額・作付面積と割合
（1978年）単位:千円，ａ，％

11973年'197411975119761197711978 計｜施設栽培|露地栽培

a1IIlと;二
施設栽培

露地栽培

３８６

４，６３４

279

7,194

1,972

8,196

1,147

8,531 鵲WuW1ill
246,623
（20.5）

1,161
（10.2）

958,648
（79.5）

10,2681
(89.8)，計’5,O201M311ql681M781M751M9

注（）内は生産額・作付面積に対する割合

資料：花き類の生産状況等調査
資料：花き類の生産状況等調査

表４．種類別生産額・作付面積と割合（1978年） 単位・干円，ａ，％

計 切花類｜鉢もの類｜花木類｜球根類｜花壇用苗もの

鵬:’
1,205,271

（100）

１１，４２９
（100）

674,374
（56.0）

203,644
（16.9）

９７６

（8.5）

286,010
（23.7）

３，５８０

（31.0）

39,443
（3.4）

1,403
(12.3）

1,800
(0.2）

３

(0.2）
５，４６７１

(480)’
注（）内は生産額・作付面積に対する割合

資料：花き類の生産状況等調査

表５〆切花類の品目別生産額・作付面積と割合（1978年） 単位・千円，ａ，％

計｜キク｜リアトリス｜グラジオラス｜カスミソウ｜タニワタリ切葉｜その他

生産額 674,374
（100）

5,467
（100）

392,407
（58.2）

2,372
（43.4）

８０．５４９

(11.9）

５６５

(10.3）

64,431
（9.6）

７２８

(13.3）

３５，４４６
（5.3）

１７０

（3.1）

１７，７５０
（2.6）

１８５

（3.4）

83,791
(12.4）

１，４４７
(26.5）

作付面積

注（）内は生産額・作付面積に対する割合

資料：花き類の生産状況等調査
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表６．キクの施設・露地栽培別生産額・作付面積と割合

（1978年）単位・干円，ａ、％

表７．県内，県外別花き種類別出荷額と割合

（1978年）単位・千円．９'６

出荷額計|県内出荷額|県外出荷額計｜施設栽培｜露地栽培

生産額 392,407
（100）

2,372
（100）

計3,772
(1.0）

１６

(0.7）

653,904
（54.3）

269,446
（40.0）

110,148
（54.1）

272,510
（95.3）

551,367
（45.7）

404,928
（60.0）

９３，４９６
（45.9）

１３，５００
（4.7）

39,443
（100）

388,635
（99.0）

2,356
（99.3）

1,205,271
（100）

674,374
（100）

203,644
（100）

２８６，０１０
（100）

39,443
（100）

１，８００
（100）

作付面積 切花類

鉢もの類注（）内は生産額・作付面積に対する割合
資料：花き類の生産状況等調査

花木類

球根類

花壇用苗もの 1,800
(100）

注（）内は出荷額に対する割合

資料．花き産地生産出荷事'盾調査
（沖縄県農林水産部）

表８．切花類の品目別県内・県外出荷額と割合（1978年） 単位・千円，％

計｜キク｜リアトリス｜グラジオラス｜カスミソウ｜タニワタリ切葉|その他

県内出荷額

|県外出荷額

62,535
(23.2）

21,256
（5.2）

4,082
（1.5）

13,668
（3.4）

269,446
（100）

404,928
（100）

165,836
（61.6）

226,571
（56.0）

7,744
（2.9）

27,702
（6.8）

１６，９９７
（6.3）

63,552
(15.7）

12,252
（4.5）

52,179
(22.9）

注（）内は出荷額上に対する割合資料：花き産地生産出荷事情調査

中部では宜野湾市，北中城村，具志川市，南部では那綱

市などである（表11）．

キクの県外出荷は，東京，大阪，神戸，広島などを中

心に本土の端境期にあたる２～４月に集中していろ．こ

の時期は、本土では生産するのに加温施設が必要で生産

量も少ないため，単価も１年中で最も高い．例えば1978

年の東京市場でのキク１本当りの卸売平均単価は，２月

が62.8円，３月74.4円，４月56.5円と高く，５月になる

と27.9円と急に安くなっていろ．これは５月頃から本土

産のものが大量に出回るためである．露地栽培の沖縄産

のものは，品質が良いということもあって本土産のもの

より２割高ぐらいの価格で取り引きされていろ．

Ⅲ、キクの生産・流通と地域性

1．生産額，作付面積の推移

キクの生産額と作付面積の推移をみろと1975年以降，

生産額，作付面積とも順次増加し，1978年には，どちら

も1975年の２倍強になっていろ（表９）．

2.1978年の地域別生産，出荷状況

キクの地域別生産，出荷の状況をみろと、作付面積，

生産額ともに中部，次いで北部が大きな比重を占め，こ

の２地域で作付面積の85.7％，生産額の81.7％を占めて

いる．県外出荷を出荷額でみろと，北部の方が中部より

多い（表10）．

キクの産地は，北部では名護市，宜野座村、恩納村，

Ｎ花き生産の地域性

花き生産は切花類をはじめ鉢もの類，花木類も北部で
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の生産が多い球根類は特に宮古での生産が際立ってい

ろ（表12）．

花き租生産額（1977年）の特化係数を市町村別に比較

すると，宜野湾市12.53，北中城村8.11，恩納村7.60、

那覇市4.92．具志川市1.99，宜野座村1.95，名護市

1.80，糸満市1.72等となっていろ．

そこで主な花き産地として，中部の中心的産地である

宜野湾市と北部で急速に生産が伸びている恩納村をみる

ことにする．

表13は復帰後の宜野湾市と恩納村の農業に占める花き

の位置づけを示したものである．1977年には，この－市

一村の花き生産額は県全体の31.5％で，特化係数も高い

水準を示していろ．

宜野湾市と恩納村の1977年の作目別農業租生産額とそ

の割合を示したのが表14である．宜野湾市の場合花き

生産額は農業租生産額の18.8％，恩納村は11.4％であ

る．耕種内作目別租生産額構成比は宜野湾市32.096，恩

納村23.1％となっていろ(表14)．

宜野湾市は1974年８月に広域都市圏，全市街化区域に

設定ざれ今日では市街化区域という中で農業が営まれて

いろ．近年，若年層の農業に対する見直しで，農畜産業

に積極的に取り組む者も増えているが農業振興にも限界

があり，若年層を中心とする後継者は，他市町村（浦添

市，北中城村，中城村，沖縄市等）に耕地を持っている

のが現状である．

恩納村は総面積5,082〃のうち耕地面積が431肱で耕地

率8.1％である．1977年の農家１戸当り経営耕地面積は

54ａであり，県平均（89ａ）の60％にとどまり，零細で

しかも土地が分散していて，耕地は比較的やせ地が多

い今後，荒蕪地の開発等遊休農地の再開発整備をはか

り，農地の拡大．更に土地改良事業を推進し農地の集団

化をはかる必要がある．

表15は1978年の宜野湾市と恩納村の花きの生産，出荷

状況を示したものである．宜野湾市は作付面積の８６．９

％，生産額の75.3％，恩納村も同様に73.5％，70.1％が

切花類で占められていろ．

宜野湾市は1977年から切花類の本土出荷を始めてお

り，品目はキク，リアトリス，カスミソウ，アンスリウ

ム、スターチスが主で，1978年には702千本を出荷して

いろ．花き生産者はおよそ60名で舵このうち農協の花き

生産部会に所属している43名の大部分が花き専業農家で

ある．出荷時期として新正月は島内出荷が主体であり，

個人で経済連市場などで相対売りを行なっていろ．２～

３月は県外出荷が主体になる．生産者は農協に販売を委

託し農協は経済連に販売を委託するという形態をとって

いろ・市役所は販売委託手数料にみあい分を補助金とし

て農協へ出しているので，農協は生産者から委託(受託）

手数料はとっていない集・出荷の現状は，1979年まで

は農家の自主性を尊重して個人選別を行なっていたが、

規格，品質が不ぞろいで評判が悪かったので，1980年出

荷から農協共選を徹底し、共選共販体制の確立をめざし

ていろ．しかし，問題点も多い．まず出荷量が少ないこ

と，そして出荷体制が未整備，さらに生産者に甘え（市

場対応に厳しさが足りない）があることである．これら

の問題点を改善するために，農協では花き部会を通じて

技術指導，１情報交換等をひんぱんに行なっていろ．花き

栽培の普及については，市街化区域内でもあり，大がか

りな基盤整備もできない現状なので現段階がほぼ限界

になっている．生産地は嘉数をはじめ我如古，長田、十

九区，野嵩一区などであり，キク栽培が主体をなしてい

ろ．

恩納村は農協を通しての切花類の本土出荷を1978年か

ら始めており，品目はキク，リアトリス、グラジオラス

カスミソウ，アンスリウムが主体であり，２～３月に出

荷が集中していろ．栽培農家数は1978年の29戸が1979年

には68戸に増えており、現在花き単一経営を行なってい

るのは４戸で．他はカボチャやスイカなどと複合経営を

行なっていろ．恩納村の農業経営全体としての問題点

は，耕地面積が小さく，土地基盤整備が進んでいない，

山間傾斜地や荒蕪地が多く土地利用度が低い，機械利用

の効率が低いなどがあげられろ．このような理由から恩

納村農協では現在の花き栽培適正規模を,Ｏａとし，その

地力維持に反当り２ｔの堆肥を入れていろ．堆肥は，村

内の畜産農家から，もらい受けるか買ってきたものであ

る．恩納村では畜産が農業租生産額の５１％を占めてお

り，地域内複合経営の形態が-部にはみられろ．将来は

農協としては，花き生産については単一経営を育成し，

畜産農家との結びつきを強める方針をたてていろ．

恩納村は切花類のほかに観葉植物の産地でもあるた

め，農協には切花部会と観葉部会の２つの花き部会があ

る．

切花類と観葉植物の販売ルートはことなっていろ．切

花類は農協一経済連を窓口とする出荷ルートをとってい

るのに対して，観葉植物は生産者から農協を経て名古屋

市南区にある日本観葉植物株式会社という花き市場に出

荷されていろ．

農協．経済連委託の切花類は農協で共選し、共同出荷

されており、農協の委託手数料は５％となっていろ．生

産地域は喜瀬武原を中心に瀬良垣，恩納、南恩納，安富

祖などである．
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農協を通じた一元的な共同出荷とし，本土出荷を目標と

した産地化をはかるとともに，観葉植物を中心とする県

内販売も推進していかなければならない

今後の課題は，沖縄の特性を活用した切花，観葉植物

を生産するために，生産基盤の整備とビニール・ハウス

等の施設を取り入れた団地化を推進し，流通については

表10・キクの地域別生産出荷の状況と割合（1978年）

単位・千円，ａ、％

表９．キクの生産額・作付面積の推移

単位．､千円、ａ，％

作付面積｜生産額(A）｜県外出荷額(B)｜Ｂ/Ａ生産額｜作付面積

226,571
（100）

126,280
（55.7）

９８，４８７
（43.5）

１，８０４
（0.8）

5７．７計 392,407
（100）

144,490
（36.8）

176,217
（44.9）

７１，７００
（18.3）

１９７５

１９７６

１９７７

1978

1978／1975

192,090

192,925

298,458

392,407

２０４．３

2,372
（100）

８４２

(35.5）

1,191
(50.2）

３３９

(14.3）

1,100

1,241

1,373

2,372

215.6

87.4北部

中部

南部

5５．９

2.5

資料：花き類の生産状況等調査

宮古
(－） (－） (－）

八重山
(一） (－） (－）

注（）内は作付面積，生産額，出荷額に対する割合

資料：花き生産、流通事'盾調査

表11・沖縄県のキク産地（1978年） 単位・ａ，千本，千円

作付面積｜出荷量｜県外出荷量｜生産額

名護市

宜野座村

恩納村

364

197

226

1,084

９２３

５２０

1,413

９２３

６７９

56,972

46,628

33,950

北

部

1,456

1,198

４８８

宜野湾市

北中城村

具志川市

482

397

９４

660

1,020

６５

70,200

59,900

17,855

中
部

裏|那覇市 3０５１1,372 68,600

資料：花き生産流通事情調査
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表12．花きの地域別生産状況（1978年） 単位・千円，ａ

北部 八重山中部 南部 宮古

生産額｜作付面積 生産額｜作付面積 生産額|作付面積生産額|作付面積|生産額|作付面積

切花類

鉢もの類

花木類

球根類

花壇用苗もの

309,551

７３，６３９

98,860

3,600

２，４８０

４０２

１，１１４

５５

209,915

71,567

79,550

2,099

1,800

1,597

３８７

７１８

９４

３

154,103

５８，４３８

67,580

７，３３４

1,389

187

1,088

３５５

805 １

660

３０

40,020

1,24088925,170

計 ’485,65014,0511364,93112,7991287,45512,999125,97518901m;2６０１６９０

資料：花き生産流通事情調査

表13．農業に占める花木の位置づけ 単位・100万円，％

=i二三行是$fｊ
農業租生産額

特化係数花木租生産額|鴬獺)|県内に占め為船農業租生産額

(100万円）
45119

９５２

１０１３

(100万円）
５３３

４４０

２０

(％） (％）
沖縄県

宜野湾市

恩納村

100.0

８２．６

３．８

１．００

３８．５０

１．６７

１．２

４６．２

２．０

1973年

沖縄県

宜野湾市

恩納村

54185

８１２

１０４１

100.0

２０．５

２．４

503

103

１２

１．００

１４．１１

１．３３

０．９

１２．７

１．２

1974

沖縄県

宜野湾市

恩納村

64847

８６１

９１０

100.0

２０．０

１４．９

551

110

８２

０．８

１２．８

９．０

１．００

１６．００

１１．２５

1975

沖縄県

宜野湾市

恩納村

75859

８７１

１５２６

1０３７

１６０

８１

１．４

１８．４

５．３

100.0

１５．４

７．８

１．００

１３．１４

３．７９

1976

沖縄県

宜野湾市

恩納村

80708

８５６

１８４３

1178

１６１

２１０

１．５

１８．８

１１．４

100.0

１３．７

１７．８

１，００

１２．５３

６４．０

1977

資料：生産農業所得統計
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単位・100万円，％表14．宜野湾市・恩納村の作目別農業租生産額と割合（1977年）

耕種内作目別農業
租生産額構成比

各作目の租生産額 農業租生産額構成比

宜野湾市｜恩納村｜宜野湾市｜恩納村宜野湾市｜恩納村

農業租生産額

耕種計

米

麦類

雑穀・豆類

いt類

野菜

果実

花き

工芸農作物

種苗・苗木類
その他

856

507

1843

９０８

２５

100

58.9

100

49.3

１．４

100

２．８

100

８
３
４
１
６
０

●
●
●
●
●
●

１
４
３
３
０
４

２
２
４

５
２
０
１
６

３
９

６
１

１
１
１

９
１
０
０
０

●
●

●
●

６
８

２
３

３
戸
。
２

６
１
１
０
９
６

１
２
３
１
６
３

２
２
３

１
４
０
８
５

●
●

●
●

４
２

８
３

２
１
１

９
０
７
４
０
９

●
●
●
●
●
●

０
２
１
１
０
１

１
１
２

養蚕

畜産計

肉用牛

乳’用牛

豚

鶏

その他畜産物

加工農産物

２
３
３
２
６
８

５
９
４

３
２

７
１
９
６
２
７
２

●
●
●
●
●
●
●

０
１
０
６
１
０
０

５
４

１
４
４
１
４
９

●
●
●
●
●
●

１
０
０
弧
５
０

４２
１
７
２
９
３
３

３
２
１
２
５
１

９
１
７

資料：生産農業所得統計

単位・ａ，千本，千鉢，千球、千円表15．宜野湾市・恩納村の花きの生産・出荷状況（1978年）

生産額作付面積 出荷量 県外出荷量

宜野湾市｜恩納村 宜野湾市｜恩納村宜野湾市｜恩納村 宜野湾市｜恩納村

切花類

鉢もの類

花木類

球根類

花壇用苗もの

662

９８

667

221

２０

2,086

７７

1,555

５６

５

110,610

４３，１８９

４，０００

702 1,209

４２

80,950

25,607

２ 2０ 1,000

計 7６２１９０８ 107,5571157,799

資料：花き生産流通事情調査
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Ｖ、むすび 品質の高位平準化，価格の安定，生産者は栽培に専念で

きる等である．反面，デメリットとして共販体制相互間

の競争が激化すれば競争にまけた地域全体の生産に大き

な影響を与えることである．沖縄は輸送園芸地帯の新興

産地であり，規格化された良質品出荷による市場の信用

確保が第一である．共販は産地間競争に打ち勝つ一つの

方法である．

沖縄の花き生産の条件をみろと，自然的条件は有利で

あるが，経済的条件である輸送体制については必ずしも

有利ではない．エネルギー問題が沖縄農業の価値を高め

たのと反対に輸送コスト，生産資材の上昇という不利な

条件もある．また輸送手段については，鮮度保持が重要

な切花類は航空輸送に頼っているが、生産がさらに増加

することにより，同様に本土端境期向けに出荷されてい

る野菜との輸送の競合がおこり，また大量継続出荷にと

もなう輸送能力の限界という問題も生じつつあり，その

結果生産が頭打ちになることも考えられろ．したがって

今後は，花き増産と並行して輸送手段の確保，新らしい

輸送方法の研究開発が緊急の課題となっていろ．

このように今後，沖縄の花き園芸発展のためには，生

産面だけでなく流通の面でも課題は多く，これらの問題

点を解決するためには生産者団体，輸送関係団体，行政

が一体となって取り組まなければならない．

また本研究では統計資料の制約から沖縄県の花きの需

給分析をすることができなかったが、今後，県をはじめ

として農協関係団体における花き統計資料の整備も望ま

れろ．

これら諸点が改善されることによって，将来、沖縄が

大型産地としての素地を確立しえるのではないだろう

か．

沖縄の花き生産は切花類を中心に特にキクが大きな比

重をもっていろ．キクの中でも露地電照ぎくの比重が大

きい．省エネルギー農業の立場からは，沖縄にとって有

利な状況が展開されつつあるといえる．

今後とも本土端境期をねらった生産・出荷が沖縄の自

然条件の有利性を最大限に活用できる機会であり，沖縄

農業の価値を高め，その活路の一つとなるに違いない．

しかし，沖縄の花き生産が切花類の増加傾向の中で，今

後さらに期待できるものとなるためには種々の問題点が

存在しているし，自然条件、端境期出荷の有利性の上に

あぐらをかいていたのでは進歩は望めず、いずれ対応で

きなくなる．

今後の改善点として生産面では、沖縄にとって花きは

新興作目であるがゆえに，栽培技術が一般的に立ち遅れ

ており，そのため切花類では規格，品質の統一が不完全

で，しばしば市場側から批判がでていろ．この原因は，

栽培技術の未熟性だけでなく，生産者自身に市場対応に

厳しさが足りないことも指摘できろ．これは集荷段階の

個人選別に問題があるためで，今後市場での信用性を高

めるために共同選別が必要である．そのために，種苗の

共同購入，品種の統一，共同育苗などを農協を中心に行

ない、生産面における共同体制の確立をめざさなければ

ならないそのためには生産者自身の共同意識の高揚が

必須条件となる．

次に流通体制の整備については，規格，品質、荷造り

の統一をし，計画生産，出荷を行ない，現在県外出荷窓

口として11団体あるものをまとめて一元化して出荷する

体制をつくるべきである．出荷の一元化により一市場に

出荷が集中し値崩れがおこるのを防止でき、数市場に分

散出荷が計画的に行なえるようになる．また、需要の増

大にともなって市場側から出荷規格の統一、包装の規格

化による大量出荷が要請されることは必至である．その

ためにも共販体制の確立を急がなければならない共販

体制の三原則は無条件委託，平均販売，共同計算であ

る．そのメリットは大量輸送による輸送コストの低減、

産地の市場への対応力の増大，産地銘柄の確立，規格、

参考文献

花木の生産と流通

花き流通~その経済分析と展望一

流通近代化と農業協同組合講座現

代農産物流通論第５巻

沖縄県農業振興基本計画

太田弘１９７６

〃197O

桑原正信1970

●
●
●

つ
０
０
△
（
叩
〆
］
、
聖
已
〉

4．沖縄県１９７８


